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　人口の動き
一1月讐日現在一

男4，625（一41
女4，755（＋1〉

計9，380（一3）
世帯数2，286（一1〉

　（）前月比較
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10月に嫁いだ花嫁さんの3組合同

結婚披露宴（62．1↑．1松葉荘）

ぐ

南の国から、4人目の花嫁サリー

さん　　　（62．12．18町長室）
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口休日救急医一

1月15日山口医院（下条）奮55－2003

　17日大坪医院（四日町）麿57－6100』

　24日中条病院（中条）麿57－3018

　31日富田医院（神明町）麿52－3269

2月7日大島医院（川原町）盈52－2957

　11日山口医院（下条）費55－2003
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会議

告報

柳
　
　
　
藤
　
作
議
員

　
町
は
県
段
階
で
の
リ
ゾ
ー
ト
地
域

内
に
指
定
さ
れ
た
。
次
の
点
に
つ
い

て
町
長
の
お
考
え
を
伺
い
た
い
。

qD

指
定
を
受
け
る
に
あ
た
っ
て
の
総

合
的
構
想
は
。

　
藷
叢
翔
盤
筆
躍
瞬
奮
董
雫
六
田
諜
欝
、
第
髭
園
町
議
会
建
劔
套
輝
開

鎌
燕
蓑
珍
蓬
。

　
鍛
誰
園
綴
ぽ
、
鑑
羨
の
議
黛
鶴
霧
愚
一
般
質
闘
に
続
き
、
税
条
劉
の
心

部
改
難
鞍
鯵
離
審
議
き
れ
諜
態
灘
。
翌
蓋
輩
癒
国
は
．
六
帯
一
隼
度
の
心

般
会
謙
畿
、
八
つ
の
特
別
会
欝
決
算
辮
認
建
さ
れ
讃
し
蓬
。

　
叢
終
の
叢
帯
六
醸
ぽ
、
第
四
漢
町
総
登
開
発
謙
圃
墓
本
構
想
（
変
更
）
、

補麗

畢
算
燕
鶴
篠
澄
の
ぽ
か
、
国
保
制
度
の
改
革
緯
関
す
る
意
兇
書
な
馨

の
提
出
鷺
蓼
騨
驚
議
決
き
燕
蒙
移
羨
。
以
下
．
一
般
質
闘
蓬
中
心
は
、
そ

の
概
要
蓬
報
告
馨
叢
蜜
。

町
の
リ
ゾ
ー
ト
構
想
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω
指
定
地
域
内
の
総
面
積
が
、
国
の

当町からも視察をした、トマムリゾートセンター
　　　しむかっぷ
（北海道・占冠村）

指
定
基
準
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
上
回

っ
て
い
る
。
当
町
は
、
最
終
的
に
除

外
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

③
リ
ゾ
ー
ト
開
発
に
、
町
が
提
供
で

き
る
土
地
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

㈲
住
民
の
活
力
を
い
か
に
取
り
入
れ

て
ゆ
く
か
。

⑥
リ
ゾ
ー
ト
に
対
応
す
る
機
構
改
革

を
考
え
て
い
る
か
。

㈹
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
依
存
だ
け
で
は
、

対
応
で
き
な
く
な
る
と
思
う
が
。

　
南
　
　
雲
　
町
　
長

qD

指
定
を
受
け
る
に
当
た
っ
て
、
町

と
し
て
の
構
想
は
も
ち
ろ
ん
あ
っ
た
。

重
点
整
備
地
域
に
は
な
り
え
な
い
か

も
し
れ
な
い
が
、
長
期
滞
在
型
リ
ゾ

ー
ト
を
補
完
す
る
立
場
の
「
ふ
れ
あ

い
リ
ゾ
ー
ト
・
川
西
」
と
称
す
る
整

備
構
想
で
、
大
手
の
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

　
（
開
発
業
者
）
な
ど
か
ら
の
引
き
合

い
も
あ
る
。

ω
県
は
、
現
在
指
定
の
十
四
市
町
村

と
い
う
基
本
方
針
は
変
更
し
な
い
と

答
え
て
い
る
。
町
と
し
て
も
早
い
機

会
に
独
自
の
構
想
を
ま
と
め
る
努
力

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

③
現
在
、
平
た
ん
地
は
農
地
と
宅
地
、

山
は
植
林
と
い
っ
た
開
発
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
苗
場
山
ろ
く
な
ど
と
は

比
較
で
き
な
い
が
、
良
い
所
も
か
な

り
あ
る
の
で
は
、
と
考
え
ら
れ
る
。

目
下
、
調
査
を
進
め
て
い
る
。

㈲
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
だ
け
の
立
場
で
の

開
発
は
難
し
い
、
住
民
、
行
政
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
の
協
力
は
必
要
だ
。

具
体
的
な
事
業
が
鮮
明
に
な
っ
た
時

点
で
対
処
し
た
い
。
可
能
な
限
り
早

い
時
期
に
、
と
認
識
し
て
い
る
。

⑥
進
出
す
る
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
な
ど
が

判
然
と
し
な
い
現
段
階
で
は
、
も
う

少
し
経
過
を
み
た
い
。

㈲
構
想
は
大
胆
で
か
つ
細
心
な
も
の

が
必
要
と
考
え
る
。
町
の
総
力
を
結

集
し
て
、
県
の
指
定
を
無
駄
に
す
る
　
　
化
す
る
段
階
に
は
、
相
談
し
た
い
。

こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
た
い
。
具
体

仙
田
の
振
興
に
物
産
会
館
を
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成

を
栽
培
し
て
は
ど
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林

所
で
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
町
で
も
、
節
黒
城
し
を
中
心
と
し

て
計
画
す
る
見
と
お
し
は
な
い
か
。

②
人
口
減
少
が
も
っ
と
も
著
し
い
仙

田
地
区
の
今
後
の
振
興
策
と
し
て

qD

国
道
2
5
2
号
と
同
4
0
4
号
が

交
差
す
る
地
点
（
仙
田
地
区
童
子
ヶ

島
）
は
、
観
光
リ
ゾ
ー
ト
面
か
ら
活
用

で
き
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
仙

田
地
区
振
興
の
拠
点
と
し
て
、
物
産

会
館
建
設
な
ど
の
構
想
は
な
い
か
。

ω
新
定
住
事
業
も
シ
ス
テ
ム
ケ
イ
以

外
に
そ
の
成
果
が
な
い
。
地
区
振
興

策
と
関
連
し
て
町
長
の
お
考
え
は
。

　
南
　
　
雲
　
町
　
長

①
G
D
町
行
造
林
五
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
達

成
を
機
会
に
、
来
年
度
か
ら
杉
以
外

の
植
栽
に
着
手
し
た
い
。
ケ
ヤ
キ
、

キ
ハ
ダ
な
ど
を
考
え
て
い
る
。
ゼ
ン

マ
イ
は
、
新
定
住
事
業
の
中
で
協
議

し
て
い
る
ワ
ラ
ビ
園
も
含
め
検
討
を

進
め
た
い
。

ω
運
輸
省
の
事
業
と
し
て
、
五
十
三

年
度
か
ら
進
め
ら
れ
て
お
り
、
全
国

で
二
一
ニ
カ
所
に
開
設
さ
れ
て
い
る
。

現
時
点
で
は
、
町
は
申
請
し
て
い
な

い
が
、
こ
の
指
定
条
件
に
合
致
す
る

か
照
会
中
で
あ
り
、
O
K
と
な
れ

ば
、
精
査
し
て
行
動
し
た
い
。
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②
q
D
こ
の
附
近
の
農
業
関
係
外
の
開

発
は
、
新
農
構
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ

た
近
代
化
施
設
、
土
地
基
盤
整
備
地

区
な
ど
が
集
中
的
に
存
在
す
る
な
ど
、

補
助
金
を
受
け
て
整
備
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
下
に
お
か

れ
て
い
る
。
農
協
仙
田
支
所
の
建
設

予
定
地
も
同
様
の
補
助
で
、
ラ
イ
ス

セ
ン
タ
ー
用
地
と
し
て
造
成
し
た
場

所
で
あ
り
、
い
ま
の
と
こ
ろ
用
途
変

更
は
難
し
い
。
農
林
水
産
省
の
補
助

　
　
4
0
4
・
写

制
度
に
の
る
こ
と
の
で
き
る
事
業
の

選
択
を
優
先
的
に
考
慮
し
な
が
ら
、

開
発
構
想
を
進
め
た
い
。

㈹
こ
れ
ま
で
実
施
し
た
事
業
は
、
生

産
性
の
向
上
、
コ
ス
ト
の
低
減
な
ど

所
期
の
成
果
が
あ
っ
た
。
不
安
定
兼

業
農
家
の
解
消
、
複
合
経
営
の
強
化

と
い
う
こ
と
か
ら
、
山
菜
園
の
造
成

な
ど
を
含
め
、
住
民
の
意
欲
を
喚
起

し
な
が
ら
取
り
組
み
た
い
。

新
ト
ン
ネ
ル
の
影
響
は

　
登
　
坂
　
　
　
茂
議
員

0
国
道
4
0
4
号
改
良
工
事
の
促
進

qD

岩
瀬
部
落
内
約
七
〇
メ
ー
ト
ル
間

の
拡
幅
を
望
む
。

㈹
仮
称
白
倉
ト
ン
ネ
ル
が
、
大
池
の

真
下
を
通
る
こ
と
に
な
る
。
水
不
足

対
策
と
法
線
計
画
に
配
慮
を
。

②
ワ
ラ
ビ
島
農
道
終
点
と
、
町
道
大

白
倉
向
山
線
の
一
帯
を
、
地
す
べ
り

地
域
と
し
て
追
加
認
定
し
、
合
わ
せ

て
道
路
改
修
を
願
い
た
い
。

　
南
　
　
雲
　
町
　
長

①
予
定
の
ト
ン
ネ
ル
は
、
大
倉
の
三

差
路
か
ら
大
白
倉
の
通
称
五
百
地
を

結
ぶ
、
全
長
七
九
〇
メ
ー
ト
ル
、
全

幅
八
・
五
メ
ー
ト
ル
の
計
画
で
あ
る
。

工
費
約
二
十
億
円
、
完
成
は
か
な
り

先
に
及
ぶ
も
の
と
予
測
さ
れ
る
。

qD

今
年
は
、
段
切
り
工
事
を
進
め
て

お
り
、
ま
も
な
く
終
わ
る
。
引
き
続

き
ト
ン
ネ
ル
工
事
も
始
ま
る
訳
で
あ

る
の
で
、
県
と
十
分
協
議
し
危
険
箇

所
は
、
安
全
対
策
を
す
る
よ
う
要
望

す
る
。

㈹
県
の
地
質
調
査
結
果
で
は
、
大
池

周
辺
は
、
不
透
水
層
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
、
水
の
枯
渇
の
心
配

は
実
際
工
事
を
し
て
み
な
け
れ
ば
完

全
と
は
い
え
な
い
。
大
池
の
水
を
含

め
、
周
辺
の
湧
水
が
ど
の
よ
う
に
変

化
す
る
か
、
総
合
的
に
検
討
し
て
み

る
必
要
が
あ
る
、
と
考
え
る
。

②
両
町
道
の
接
続
は
、
一
連
の
地
す

べ
り
工
事
の
資
材
運
搬
路
と
し
て
開

削
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
早
急
に

県
と
話
し
合
う
。

　
　
　
　
　
改
良
さ
れ
た
4
0
4
号
▼

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
・
21
岩
瀬
地
内
）

堆
肥
セ
ン
タ
ー
は
ど
こ
に
、
だ
れ
が

柄
　
沢
　
悌
　
二
議
員

　
六
十
三
年
度
建
設
予
定
の
堆
肥
セ

ン
タ
ー
の
具
体
策
を
お
た
ず
ね
し
た

い
。

qD

堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
設
置
場
所
、
施

設
の
規
模
と
処
理
方
法
は
。

ω
建
設
資
金
の
負
担
と
施
設
の
運
営

管
理
は
、
ど
う
す
る
の
か
。

南
　
　
雲
　
町
　
長

　
堆
肥
セ
ン
タ
ー
構
想
は
、
地
力
の

増
進
、
良
質
な
農
産
物
の
生
産
の
た

め
の
基
盤
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
推

進
し
た
い
。

…
場
所
と
規
模
は
、
目
下
、
役
場
、

農
協
、
養
豚
農
家
、
酪
農
家
で
プ
ロ

羨ー
瀞
砿

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
検
討

中
で
あ
る
。
原
材
料
、
副
資
材
の
質

と
量
、
運
搬
方
法
、
販
路
の
検
討
、

ま
た
コ
ス
ト
や
二
次
公
害
な
ど
の
課

題
処
理
な
ど
、
熟
度
の
高
い
研
究
の

積
み
重
ね
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
建
設
費
は
、
農
林
水
産
省
の
補
助

制
度
の
中
か
ら
、
場
所
の
選
定
も
合

わ
せ
検
討
し
て
い
る
。
施
設
規
模

は
、
年
生
産
量
千
ト
ン
規
模
を
想
定

し
て
お
り
、
処
理
方
法
は
高
速
堆
肥

化
方
法
で
袋
詰
め
と
バ
ラ
製
品
を
供

給
し
た
い
。

㈹
資
金
は
、
極
力
有
利
な
補
助
制
度

に
の
る
と
い
う
前
提
で
、
町
で
手
当

て
し
た
い
。
管
理
運
営
は
、
農
協
を

含
め
た
農
業
団
体
に
お
願
い
し
た
い
。

場
合
に
よ
っ
て
は
第
三
セ
ク
タ
ー
方

千手養豚団地（6．13）
式
な
ど
も
あ
り
う
る
の
で
は
な
い
か
。

六
十
三
年
度
で
は
約
三
千
平
方
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
用
地
取
得
と
最
終
的
な

設
計
委
託
、
公
害
対
策
の
調
査
な
ど
、

事
業
着
手
の
年
に
し
た
い
。
完
成
は

六
十
四
年
度
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
あ
る
。

ロ
座
振
替
制
度
導
入
を

平
　
野
　
正
　
義
議
員

　
納
税
を
直
接
各
世
帯
ご
と
に
、
口

座
振
替
制
度
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

南
　
　
雲
　
町
　
長

な
る
べ
く
早
い
時
期
に
導
人
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
し
か

し
、
指
定
金
融
機
関
と
の
契
約
や
納

入
義
務
者
の
同
意
な
ど
準
備
期
問
も

必
要
だ
。
町
税
だ
け
で
な
く
、
各
種

納
入
金
に
つ
い
て
も
、
同
一
の
取
り

扱
い
を
す
る
こ
と
が
、
よ
り
効
果
的

で
あ
る
。
電
算
委
託
の
二
兀
化
が
現

在
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
完
成
し

た
時
点
で
の
、
口
座
振
替
制
度
導
入

が
最
も
よ
い
と
考
え
る
。
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期
待
す
る
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は

　
田
　
ロ
　
直
　
人
議
員

0
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
施
設
内

容
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
を
考
え
て

お
ら
れ
る
か
。
活
性
化
の
核
と
な
る

べ
く
対
策
室
と
職
員
の
配
置
は
ど
う

か
。

②
高
倉
国
際
村
は
、
新
住
民
が
増
え

る
き
ざ
し
が
あ
る
の
か
ど
う
か
。
今

後
の
方
策
は
。

③
米
飯
給
食
の
完
全
実
施
に
対
す
る

来
年
度
以
降
の
計
画
を
。

　
　
南
　
　
雲
　
町
　
長

①
基
本
的
な
設
計
で
は
、
一
階
と
四

階
が
活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
二

階
と
三
階
は
保
健
セ
ン
タ
ー
に
利
用

す
る
。
一
階
を
物
産
開
発
室
と
展
示

室
、
四
階
は
町
の
活
性
化
を
進
め
る

た
め
の
研
修
室
に
使
用
す
る
。
物
産

の
開
発
に
は
真
剣
に
取
り
組
み
、
現

在
ま
で
に
、
タ
ニ
シ
の
パ
ッ
ク
詰
め
、

酒
ケ
ー
キ
、
染
め
額
、
手
づ
く
り
ハ

ム
、
キ
ノ
コ
の
缶
詰
な
ど
が
上
げ
ら

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
研
究
を
要
す
る

が
、
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
試
験
開
発

を
す
る
場
所
、
学
ぶ
場
所
と
考
え
る
。

町
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
が

円
滑
に
進
む
よ
う
、
指
導
支
援
す

る
担
当
者
を
定
め
な
が
ら
、
資
金
面

の
援
助
も
考
慮
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

②
現
在
、
十
八
人
の
著
名
人
が
土
地

を
所
有
し
、
建
築
さ
れ
た
別
荘
な
ど

は
十
六
棟
と
、
民
家
利
用
二
棟
で
あ

る
。
来
年
新
築
し
た
い
人
も
一
人
い役場裏に建設が進む保健・活性化センター

　　　　　　　　　　　　　　　　（1221）

る
。
町
で
は
、
成
人
式
の
講
演
を
交

代
で
お
願
い
す
る
な
ど
交
流
を
図
っ

て
い
る
が
、
一
時
期
に
く
ら
べ
る
と

　
い
さ
さ
か
疎
遠
に
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
回
復
は
考
え
た
い
。
高
倉
集

落
の
過
疎
化
や
小
学
校
の
閉
校
に
よ

り
、
心
配
す
る
声
も
聞
く
が
、
小
学

校
の
屋
内
体
育
館
を
管
理
し
や
す
い

よ
う
に
改
善
す
る
な
ど
し
た
。
ま
た

旧
教
員
住
宅
も
大
学
教
授
か
ら
お
買

　
い
上
げ
い
た
だ
い
た
。
静
か
な
が
ら
、

別
荘
村
的
な
胎
動
は
い
ま
も
続
い
て

い
る
と
思
う
。
リ
ゾ
ー
ト
構
想
と
関

連
づ
け
な
が
ら
、
長
期
に
滞
在
し
、

楽
し
め
る
よ
う
に
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

や
プ
ー
ル
な
ど
も
整
備
し
、
松
葉
沢

や
中
子
総
合
緑
地
公
園
な
ど
と
と
も

に
、
町
民
と
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
な

が
ら
活
用
で
き
る
よ
う
に
進
め
る
べ

き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

③
米
飯
給
食
の
拡
大
は
、
現
行
全
国

平
均
週
二
・
二
回
、
こ
れ
を
三
年
で

三
回
に
増
や
し
た
い
と
い
う
計
画

だ
。
町
は
す
で
に
週
三
回
を
実
施
し

て
い
る
。

　
宮
教
育
次
長
米
飯
を
多
く
す
る

と
い
う
こ
と
は
調
理
員
の
増
員
が
と

も
な
う
。
せ
め
て
週
四
回
と
い
う
基

本
的
な
考
え
は
も
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
現
在
の
三
か
所
で
の
調
理
場
か

ら
、
二
か
所
に
と
い
う
共
同
調
理
場

問
題
と
の
兼
ね
合
い
で
、
そ
の
構
想

を
に
ら
み
な
が
ら
取
り
組
み
た
い
。

　
　
　
（
以
上
質
問
順
に
掲
載
）

”
”

　6
じ9

ニ

≡
灘鰻雛

　　　12月13日、町商工会むらおこし実行委員会主催のrふ
　　るさとの昧、わが家の自慢料理会」が商工会館で開かれ
　　ました。
　　　出展された料理は、その家庭の昧として伝えられてい
　　るr漬物」　rなら雑炊」　r粉豆腐」や、　r柿のブランデ
　　ー漬け」　r洋風いもあんぶ」　r変わり甘納豆」などとい
　　った44点が並べられました。
　　　特に賞は設けない自慢料理会でしたが、　rこれは…」
　　といった料理の前では、作った人に作り方や材料の質問

謹　　があるなど、活発な交流もありました。

　　　　　ロマじホ　　　　　じ　　　　　　　ロ…　’”鑛…馨騰　　　　　　　　　　　　町の料理屋の主人

錨苗

竃

譲

講

遜
難埆

　

覇
義

藻

檎
　
椰

蘇

　　雛　柵

難

羅

▲懐かしい一珍しい一うまそう。

　　　　　　　　　　　　　購　　　　　　　　　　　》　　　　　　　　　　品　　　　　　　　　産　　　　　　　　特　　　　　　　新　　　　　　た　　　　　れ　　　　　さ　　　示　　　展　　に　場会
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十
二
月
十
二
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー

で
町
総
合
開
発
計
画
審
議
会
が
開
か

審議をつくしてまとめられた計画書が

　　　　　押木会長から南雲町長に手渡されました

れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

十
一
月
九
日
に
町
長
か
ら
諮
問
を
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

受
け
た
同
計
画
の
改
定
に
つ
い
て
、
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

延
べ
八
回
の
審
議
を
経
て
、
ま
と
ま
　
…

っ
た
答
申
書
が
、
押
木
元
男
会
長
か
　
…

ら
町
長
に
渡
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
今
回
、
六
士
二
年
度
か
ら
六
十
六
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

年
度
ま
で
の
四
年
間
の
計
画
を
見
直
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
改
定
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
計
画
書
は
「
現
況
と
課
題
」
を
分
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

析
し
、
　
「
計
画
」
を
立
て
、
　
「
お
も
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

な
事
業
内
容
」
を
具
体
的
に
表
し
、
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

「
国
県
等
へ
の
要
望
」
を
付
け
、
各
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

項
目
ご
と
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
答
申
書
を
受
け
た
町
長
は
「
い
た
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

だ
い
た
答
申
は
、
も
り
だ
く
さ
ん
と
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

い
う
印
象
を
う
け
ま
し
た
。
こ
れ
を
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

百
パ
ー
セ
ン
ト
実
現
し
て
欲
し
い
と
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

い
う
要
請
で
あ
り
ま
す
が
、
実
現
困
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

難
な
も
の
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
　
…

し
、
こ
れ
か
ら
の
町
発
展
の
た
め
に
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

は
、
こ
れ
の
完
全
実
施
の
覚
悟
を
あ
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
た
に
し
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

面
の
審
議
を
経
て
実
施
し
な
け
れ
ば
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

な
ら
な
い
。
」
と
語
り
ま
し
た
。
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

5メートルの門松

　
上
野
商
工
会
青
年
部
が

中
心
に
な
っ
て
、
上
野
の

県
道
両
側
に
ジ
ャ
ン
ボ
な

門
松
を
立
て
ま
し
た
。

　
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た

っ
て
何
か
よ
い
こ
と
を
と

い
う
こ
と
か
ら
、
一
杯
飲

ん
だ
時
に
話
が
ま
と
ま
っ

た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

麟
儂
墜
、

憲
義
…
…
…
…
議
…
議
…
…
…
…
報

　．

●
．

　
　
　
　
　
　
　
「

1≡1

≡

凝
暴
　■　o　●　■　D　O　●　●　■　．　●　●　●　o　，　●　■　．　0　5　0　0　●　．　，　．　響　o　■　．　g　o　■　1　■　◎　■ 9　●

　
十
二
月
二
十
六
日
、
県
か
ら
来
年

度
の
転
作
目
標
面
積
な
ど
が
配
分
内

示
さ
れ
ま
し
た
。

　
配
分
内
容
は
、
今
年
か
ら
始
ま
っ

た
水
田
農
業
確
立
対
策
の
転
作
配
分

と
、
過
剰
米
防
止
の
た
め
に
政
府
が

打
ち
出
し
た
減
反
上
乗
せ
分
の
二
本

立
て
に
な
っ
て
い
ま
す
。

転作目標面積
　　161．7んα

減反上乗せ数量

　　95，900㎏
　（面積換算19．7んα）

合計181．4加
（前年対比12．25％増）

－63年度
農業標準賃金

男子6，000円

女子5，500円
　　　（1日当たり）

　農業委員会では、今年4月1日

から適用の農業標準賃金を決めま

した。

　これは、あくまでも標準賃金で

す。作業の内容などにより、頼む

人、頼まれる人がお互いに納得の

うえで、対応してください。



欧
ヤ
・
．

2舜

亨
，
．
べ
広
肉
ぜ
イ
あ
呂

以
町
表
南
聖
み
雁

　
今
年
も
、
町
長
と
議
長
か
ら
町
民

の
皆
さ
ん
へ
、
直
筆
の
年
賀
状
を
書

い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
町
に
は
、
辰
（
タ
ツ
）
年
生
ま
れ

の
、
年
男
年
女
の
方
々
が
七
九
六
人

（
63
・
1
・
1
現
在
）
お
り
ま
す
。

全
町
民
の
お
よ
そ
八
パ
ー
セ
ン
ト
に

あ
た
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
、
輝
か
し
い
新
春
に

あ
た
り
タ
ツ
年
で
、
そ
れ
ぞ
れ
一
月

『
日
生
ま
れ
か
、
そ
の
年
の
一
番
早

い
日
に
生
ま
れ
た
方
を
選
び
￥
ご
登

場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　再　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　撃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　顧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　q　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　願　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　薗　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　－　　　　　　　　　一　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　－　　　　　　　　一　　　　　　　　讐　　　　　　　　一　　　　　　　冒　　　　　　　一　　　　　　　響　　　　　　　響　　　　　　璽　　　　　　，　　　　　　一　　　　　一　　　　　，　　　　　一　　　　　一　　　　曹　　　　一　　　　曹　　　昌　　　一　　　，　　　層　　騨　　層　　一　一　曹　曹　o
甲層一
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圭賀状＆

春インタビュー

星
名
弘
文
さ
ん
〔
木
島
〕

　
　
S
51
・
1
．
1
生
（
1
2
歳
）

　
小
学
校
の
一
番
の
思
い
出
は
、
陸

上
大
会
と
野
球
大
会
で
す
。
今
年
は

中
学
生
、
体
育
が
好
き
な
の
で
、
野

球
部
に
入
っ
て
が
ん
ば
ろ
う
と
思
い

ま
す
。

iii濫

今
藤
ハ
ル
さ
ん
〔
上
野
〕

　
　
S
1
5
・
1
・
2
生
（
4
8
歳
）

　
自
分
の
干
支
（
え
と
）
な
の
で
、

去
年
以
上
に
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

家
で
は
絹
糸
の
よ
り
を
や
っ
て
い
ま

す
。
仕
事
も
た
え
ま
な
く
あ
り
、
健

康
で
続
け
て
ゆ
き
た
い
で
す
。

清
水
幸
夫
さ
ん
〔
木
島
〕

　
　
S
1
5
・
1
・
2
生
（
4
8
歳
）

　
一
年
間
順
調
に
進
ん
で
欲
し
い
で

す
。
忙
し
い
け
れ
ど
も
健
康
で
い
ら

れ
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。
人
に
遅

れ
な
い
よ
う
に
、
が
ん
ば
り
た
い
で

す
。

五
十
川
英
晴
さ
ん
〔
沖
立
〕

　
　
S
3
9
・
1
・
1
生
（
2
4
歳
）

　
雪
が
少
な
い
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。

仕
事
も
忙
し
い
で
す
が
、
家
で
は
パ

ソ
コ
ン
を
や
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

今
年
は
ワ
ー
プ
ロ
を
始
め
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

高
橋
正
一
さ
ん
〔
中
仙
田
〕

　
　
S
2
7
・
1
・
1
生
（
3
6
歳
）

　
去
年
は
子
供
が
交
通
事
故
に
あ
い

か
わ
い
そ
う
で
し
た
。
家
族
全
員
が

健
康
で
よ
い
年
に
と
願
っ
て
い
ま
す
。

角
万
寺
で
子
供
と
ス
キ
ー
を
思
い
っ

き
り
楽
し
も
う
と
思
い
ま
す
。
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町長・議長¢
年男・年女に

高
橋
シ
ヅ
さ
ん
〔
上
町
〕

　
　
　
S
3
・
1
・
1
生
（
6
0
歳
）

　
孫
の
な
つ
紀
が
去
年
八
月
に
生
ま

れ
、
五
か
月
に
な
り
ま
す
。
日
毎
に

成
長
し
て
い
く
の
が
楽
し
み
で
す
。

家
族
が
和
合
を
よ
く
し
、
体
を
大
事

に
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　爾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　齢　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　．　　　　　　　　　o　　　　　　　　　．　　　　　　　　　・　　　　　　　　一　　　　　　　　〇　　　　　　　　〇　　　　　　　一　　　　　　　〇　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　〇　　　　　　〇　　　　　　一　　　　　．　　　　　一　　　　　一　　　　・　　　　』　　　　，　　　　一　　　一　　　一　　　．　　一　　一　　甲　　一　一　一　一
●一一

南
雲
　
博
さ
ん
〔
田
中
町
〕

　
　
S
3
・
1
・
1
生
（
6
0
歳
）

　
J
R
工
事
の
最
盛
期
、
新
十
日
町

橋
関
連
の
工
事
な
ど
で
、
地
域
が
よ

く
な
る
年
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
厳

し
い
環
境
の
農
業
に
と
っ
て
は
、
再

認
識
の
と
き
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　孕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　q　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　顧　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　曽　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　畠　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　囎　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　o　　　　　　　　　り　　　　　　　　　o　　　　　　　　薗　　　　　　　　一　　　　　　　　響　　　　　　　　・　　　　　　　一　　　　　　　卿　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　〇　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　一　　　　禰　　　一　　　噛　　　一　　　一　　，　　り　　o　一　一　鴨　一
騨．り

陽」

・
る
旦

、
』

‘

峯
・
る
の
カ

高
橋
シ
ゲ
ノ
さ
ん
〔
発
電
所
通
り
東
〕

　
　
T
5
・
1
・
1
生
（
72
歳
）

　
去
年
は
、
お
天
気
回
り
が
よ
く
て
、

自
菜
や
大
根
な
ど
い
い
も
の
が
採
れ

ま
し
た
。
体
の
た
め
に
畑
仕
事
は
よ

い
と
思
い
ま
す
。
今
年
も
家
族
の
食

べ
る
野
菜
を
作
る
つ
も
り
で
す
。

清
水
デ
ン
さ
ん
〔
上
野
〕

　
　
M
37
・
1
・
4
生
（
84
歳
）

　
楽
し
み
は
、
ま
め
で
年
金
を
い
た

だ
く
こ
と
で
す
。
十
五
年
も
薬
草
や
、

卵
の
殻
を
い
っ
て
飲
ん
だ
せ
い
か
、

足
や
腰
が
痛
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

小
林
テ
ル
さ
ん
〔
神
社
町
〕

　
　
S
3
・
1
・
1
生
（
6
0
歳
）

　
景
気
が
よ
く
な
る
よ
う
に
願
っ
て

い
ま
す
。
病
気
を
し
な
い
よ
う
に
丈

夫
で
元
気
で
い
た
い
で
す
。
何
か
自

分
の
楽
し
み
を
見
つ
け
ら
れ
れ
ば
よ

い
と
思
い
ま
す
。

根
津
吉
太
郎
さ
ん
〔
原
田
〕

　
　
T
5
・
1
・
1
生
（
72
歳
）

　
町
の
産
業
は
ま
ず
農
業
だ
と
思
い

ま
す
。
一
生
懸
命
、
農
業
に
精
が
だ

せ
る
よ
う
な
、
住
み
よ
い
町
、
楽
し

く
生
活
で
き
る
と
こ
ろ
に
な
っ
て
欲

し
い
で
す
。



昭
和
六
十
一
年
度
の
決
算
が
、
十
二
月
の
第
七
回
町
議
会
定
例
会
で
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
決
算
は
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
六
十
二
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
お
金
が
い
く
ら
入
り
、
そ
の
お
金
を
ど
の
よ
う

に
使
っ
た
か
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
今
回
、
一
般
会
計
決
算
の
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

10年後に開かれるタイムカプセル

　　　　　　（61．11．1合併30周年記念式典）

・自動車取得税

交付金

3，006万円

／0．9殉

地磯鰯
4，300万円

＿／1．2殉

国庫支出金

2億5，631万円

　／7．4％）

県支出金

3億903万円

　侶．9殉

存財源依

町債
3億8，570万円

σ1．1殉

地方交付税

13億827万円

　／37．8％／

工

労働憂
60万円、

＿一．（一殉

諸支出屋
1・身11万円

＿∫．5％／

費
円
ナ

　
万
％

会
4
6
δ

　
ノ
ノ
ノ

議
5
，

商工費
a480万円

　ノ（2．5％／

消』防費

1億954朋
　13．3％／

衛生費
2億319万円

　16．0％／
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決
算
額
を
六
十
年
度
と
比
較
す
る

と
、
歳
入
は
一
四
・
九
％
歳
出
は
一

七
・
二
％
の
大
幅
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
の
中
で
は
、
町
税
が
前
年
比

四
・
二
％
伸
び
て
お
り
、
諸
収
入
、

繰
越
金
な
ど
と
合
わ
せ
、
自
主
財
源

は
歳
入
全
体
の
三
二
・
七
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
依
存
財
源
は
六

七
・
三
％
で
あ
り
、
特
に
国
か
ら
の

地
方
交
付
税
は
歳
入
全
体
の
三
七
．

八
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
歳
出
の
中
で
お
も
な
も
の
と
し
て

は
、
防
災
無
線
、
仙
田
地
域
就
労
セ

ン
タ
ー
、
上
野
小
学
校
校
舎
、
上
野

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
角

万
寺
ス
キ
ー
場
管
理
棟
な
ど
の
建
設

や
、
新
十
日
町
大
橋
関
連
工
事
な
ど
、

さ
ら
に
快
適
に
生
活
で
き
る
環
境
が

着
実
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

●使用料及び手数料

・繰入金

1，813万円
の，5殉

編
鋼

産
6
5
の
．
、

●
財
a

寄附蚕
2，930万円

』．8殉

歳
入

　
　
　
　
．
、
、
猷
源

黎
錫

金
担
3
－
L
財

担
負
4
‘

分
6
主

繰越金
1億4，113万円

　／4．1％／

自

家族づれでにぎわう角万寺スキー場（61．12．14オープン）

諸収入
3億43万円
　（8，7％）

町税
5億5327万円

σ59％）

　
繊
　
謬

奎灘

災害復’E

2億5，222

　侃5％

費
朋
殉

　
イ
　
か
り

生
溜
7
．

　
さ
　
ぐ

民
臆

農林水産業費

3億4272朋
　／1α2％／

公債費
3億71973万円

　　帆3％／

総務費
5億4425朋
　／161％／

土木費
5億5，735万円

　／165％／

教育費
　5億Z355万円

　　σ7．0％）

　1万円未満は四捨五入、カッコ内は歳入

歳出それぞれ全体に占める割合です。

歳
出
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防
犯
組
合
役
員
ら

　
　
1
2
人
が
巡
視

　
　
　
　
十
二
月
十
一
日
か
ら
一
月
十
日
ま

　
　
　
で
、
警
察
で
は
年
末
年
始
特
別
警
戒

　
　
　
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
町
で
は
、
初
日
の
十
二
月
十
一
日

　
　
　
夜
七
時
半
か
ら
南
雲
町
長
は
じ
め
、

　
　
　
防
犯
組
合
役
員
ら
十
二
人
が
、
署
員

　
　
　
の
激
励
を
か
ね
て
管
内
を
巡
視
し
ま

　
　
　
し
た
。

　
　
　
　
氷
雨
の
降
る
寒
い
夜
で
し
た
が
、

　
　
　
一
行
の
激
励
に
警
戒
体
制
も
一
段
と

　
　
　
引
き
締
ま
っ
た
様
子
で
し
た
。

河
川
の
美
化
活
動
で

　
　
　
県
知
事
か
ら
表

　
去
年
十
二
月
十
五
日
、
河
川
愛
護

会
（
柄
沢
悌
二
会
長
）
が
、
信
濃
川

の
清
掃
や
美
化
活
動
の
功
績
が
認
め

ら
れ
、
県
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
会
は
、
か
つ
て
上
新
井
水
害

予
防
組
合
、
川
辺
水
害
予
防
対
策
委

員
会
、
橘
水
害
予
防
組
合
が
、
町
村

合
併
を
機
に
昭
和
三
十
二
年
九
月
、

彰

川
西
町
水
害
予
防
組
合
と
し
て
組
織

統
合
し
た
の
が
、
そ
の
前
身
で
す
。

　
年
々
、
信
濃
川
堤
防
が
整
備
さ
れ
、

本
来
の
水
防
活
動
か
ら
川
を
守
る
、

河
川
愛
護
精
神
に
重
点
が
お
か
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
五
十
年
九
月
、
現
在
の
名

称
に
替
わ
り
、
活
動
が
つ
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

＝
≡
≡
＝
…
一
≡
一
一
≡
≡
…
≡
≡
一
一
≡
≡
…
≡
…
一
…
≡
≡
…
≡
≡
一
≡
≡
一
≡
一
≡
…
一
≡
≡
…
一
…
一
一
一
一
一
≡
一
…
≡
＝
一
≡
一
一
…
≡
一
…
一
≡
一
＝
…
一
一
一
一
…
≡
一
一
一
…
＝
≡
一
≡
一
≡
一
＝
≡
…
…
≡
＝
一
≡
一
≡
＝
≡
≡
＝
…
一
一
≡
≡
…
一
≡
≡
一
≡
…
…
…
一
＝
一
一
…
≡
≡
≡
一
一
≡
≡
…
≡
＝
一
≡
…
一
…
≡
…
一
≡
＝
≡
一
≡
…
一
一
…
一
≡
…
≡
≡
一
≡
≡
≡
≡
≡
≡
一
一
≡
≡
≡
≡
＝
≡
一
…
＝
≡
≡
一
≡
一
一
圭
≡
≡
…
一
…
一
一
≡

　
県
警
本
部
は
、
去
年
一
月
か
ら
八

月
ま
で
、
県
内
で
発
生
し
た
交
通
事

故
当
事
者
数
を
ま
と
め
ま
し
た
。
そ

の
う
ち
、
車
（
原
付
以
上
）
を
運
転

し
、
直
接
事
故
を
引
き
起
こ
し
た
原

因
者
（
第
一
当
事
者
）
と
な
っ
た
六

一
八
二
人
に
つ
い
て
、
生
ま
れ
年
に

よ
る
干
支
別
に
分
析
し
た
資
料
を
発

表
し
ま
し
た
。

　
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

干支（えと）からみた

　　　区

　　　　　分
干支別

順　位

免許人口

1万人当

た　　り

事故率

実　　　　　数

第一当事者 免許人口
構成率
　％

構成率
　％

1 申（さる） 67．2 696 11．3 103，620 8．8

2 未（ひつじ） 62．8 672 10．9 107，090 9．1

3 午（うま） 57．3 556 9．0 97，015 8．3

4 辰（たつ） 54．6 543 8．8 99，511 8．5

5 酉（とり） 54．5 505 8．2 92，667 7．9

6 戌（いぬ） 54．3 478 7．7 87，968 7．5

7 已（み） 52．6 531 8．6 100，923 8．6

8 卯（う　） 48．2 465 7．5 96，546 8．2

9 丑（うし） 46．3 472 7．6 101，971 8．7

10 寅（とら） 44．7 437 7．1 97，774 8．3

11 亥（い） 43．9 410 6．6 93，497 8．0

12　子（ね）
　i

43．1 417 6．7 96，681 8．2

計 52．6 6，182 100．0 1，175，263 100．0

　この表は・大正元年（1912）から昭和46年（1971）生まれを

対象としました。
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〈男＞　A
・　火曜日は要注意。居眠り運転の事

故が多発。

　疲れを十分にとって安全運転を！

〈女〉　B
・　水曜日に多発。自転車との正面衝

突事故が多く、右側通行の癖あり。

亥
く男〉　A
・　土曜日に注意。

　右折時の事故が多発。特に交差点
では左右の安全確認を忘れずに。

〈女＞　A
・　追い越し中の事故が多く、週半ば

の水曜日は要注意。

　死亡事故ワースト1が残念！

〈男〉　C
・　追い越しによる事故が多発。特に

原付運転中の若者事故が多い。

　火曜日には要注意！

〈女＞　B
・　週末の金曜日に注意。

　単独事故の物件衝突事故が目立っ
て発生。

〈頂c　｛～
・譲り合いの気持ちに欠けるところ
　あり。

　車両単独事故ではワースト2で物
件衝突が目立って発生。

〈女＞　C
・　木曜日に事故多発。

　スピードオーバーは命取り。特に
女学生諸君登校中の事故に気をつけ

て！

・　実数、死亡事故ともにワースト1
　で評価は最低。

　飲酒事故が12人と最も多い。
　ミ反省モしましょう。

〈女＞　D
・　男性と同じくワースト1で最低。

　一時不停止による事故が多発。

※　交通安全～見ざる　言わざる　聞

　かざるでは困ります。

丑
轡　）～

〈男＞　A
・　休み明けの月曜日が危険日。

　右左折の際の安全確認を忘れずに！

〈女＞　A
・　信号無視による死亡事故があり赤

色はr止まれ」です。慎重な運転に
心がけて……。

OO

㌧

，
イ
．
（

の
特
徽

甲
甕
か
ら
融
能

6，182人について、男女別
にその者の干支と事故内容を墓
に4段階の評価（Aランクが一
番良い）をし、各干支ごとの特
徴を探ってみました．
　事故防止のアドバイスとなれ
ば幸いです。

　さて、あなたのランク付けは

A、それともD？

〈男＞　D
・　スピードの出しすぎに要注意。

　土曜日に事故が多く、右折の際の
安全確認を忘れずに！

〈女＞　D
・　週末の土曜日は要注意日。

　ブレーキ操作ミスによる事故が目
立って発生。

ウ　　　　　　、
更　　　　1

〈男〉　B
・　評価基準はAだが飲酒事故（大ト

ラ）が多いため、ちょっと厳しくB。

出勤途中は要注意！

　ベストドライバーまであと一歩。

〈女〉　C
・　金曜日は要注意。居眠り運転によ

る事故多発。

　更に慎重な運転を！

〈男〉　B
・　追い越し中の事故が多く木曜日は

要注意。無理な追い越し事故のもと

　追い抜いた亀さん既にゴールイン。

急がずマイペースで！

〈女〉　A
・　火曜日が危険日。

　右左折の際の安全確認にもっと気
配り目配りを！

辰
〈男〉　C
・　飲酒事故の10人は、申年生まれに

次いで第2位。　ミ乗るなら飲むな

飲むなら乗るなミ金曜日に事故多し。

〈女〉　C
・　月曜日に多発。休み明けは気分を

切り替えて慎重な運転を！

　追い越し、左折の際の事故が目立
つo

巳　　轟
〈男＞　B

9・　交差点では安全な速度で、左右確

　認を忘れずに！
　　追突事故による死亡事故多発

〈女＞　C
・　人対車両（対背面通行中）事故が

多発。

　歩行者への気配りも忘れずに慎重
な運転を！

〈男＞　D
・　追突事故が目立って発生。

　月曜日は危険日。特に慎重な運転
　を！

〈女〉　D
・　サタデーフィバー型。飲酒事故は

　ワースト1。
※　安全運転～馬耳東風となっていま

　せんか？
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川
西
郷
の
農
地
改
革

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
金
　
子
　
幸

　②作

大
正
期
の
小
作
争
議

　
土
地
を
持
た
な
い
零
細
農
民
は
、

丹
那
（
だ
ん
な
）
衆
と
呼
ば
れ
る
地

主
か
ら
耕
地
を
借
り
て
小
作
し
た
。

小
作
を
さ
せ
て
も
ら
う
に
は
、
穫
れ

た
米
の
中
か
ら
地
主
が
要
求
す
る
だ

け
の
年
貢
米
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。

　
田
の
小
作
料
は
、
収
量
一
石
（
こ

く
ー
一
五
〇
キ
ロ
）
に
つ
い
て
橘
村

が
お
よ
そ
二
分
の
一
、
千
手
村
、
上

野
村
、
仙
田
村
が
三
分
の
一
の
割
合

に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
条

件
で
も
な
お
耕
作
希
望
者
が
多
く
、

小
作
地
の
う
ば
い
合
い
に
し
の
ぎ
を

難㎜
欝
欝

　大正時代の千手観音堂（小海正太郎氏所蔵）

ここに千手や上野の小作人たちが集結した。

け
ず
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

十
年
代
に
入
る
と
、
小
作
制
度
改

善
の
全
国
的
な
動
き
に
呼
応
し
て
、

零細農民と

地
主
が
対
立
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
の
原
因
は
、
不
作
を

理
由
と
す
る
小
作
料
の
減
免
要
求
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
地
主
に
拒
絶

さ
れ
る
と
、
延
納
同
盟
を
組
織
し
て

年
貢
米
を
納
め
ず
、
行
動
も
対
抗
的

に
な
っ
た
。
マ
ス
カ
ン
（
規
定
量
に

上
乗
せ
す
る
分
）
廃
止
な
ど
の
強
い

要
求
が
打
ち
出
さ
れ
た
。

　
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
に
お

け
る
、
川
西
郷
四
力
村
の
小
作
争
議

を
次
の
よ
う
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

千
手
村
で
不
穏
な
動
き

　
霜
条
の
小
作
農
た
ち
を
中
心
に
、

前
年
か
ら
耕
作
放
棄
な
ど
の
不
穏
な

事
態
が
お
き
て
い
た
が
、
県
の
あ
っ

せ
ん
で
、
八
月
六
日
に
農
政
調
査
会

を
開
き
、
次
の
事
項
を
確
認
し
た
。

　
①
地
主
と
小
作
の
融
合
を
は
か
り
、

共
存
共
栄
の
実
を
あ
げ
る
。

②
今
後
、
小
作
争
議
が
お
き
た
と

き
は
当
局
の
手
を
わ
ず
ら
わ
さ
ず
、

わ
れ
わ
れ
自
身
の
手
で
解
決
す
る
。

　
上
野
村
で
は
、
千
手
の
同
士
と
合

流
し
た
小
作
衆
が
、
か
な
り
の
数
に

の
ぼ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
伊
勢
平
治

の
観
音
様
境
内
に
集
結
し
、
全
員
が

鉢
巻
を
締
め
て
気
勢
を
あ
げ
、
小
作
，

者
の
待
遇
改
善
を
要
求
し
た
。

　
観
音
様
参
り
に
来
た
仙
田
村
の
ば

ば
さ
た
ち
が
、
こ
の
有
様
を
見
て
早

々
に
退
散
し
た
。
噂
が
広
が
る
と
村

の
小
作
衆
が
刺
激
さ
れ
、
初
秋
の
夜

越
ケ
沢
の
峠
で
有
志
が
謀
議
す
る
こ

と
を
決
め
た
。
と
こ
ろ
が
、
駐
在
所

に
知
れ
て
不
発
に
終
わ
っ
て
い
る
。

　
こ
の
年
は
さ
ほ
ど
の
災
害
、
病
虫

害
も
な
く
、
作
柄
は
こ
と
の
ほ
か
順

調
で
村
々
は
豊
年
満
作
に
わ
い
た
。

橘
村
の
村
民
大
会

　
九
月
の
十
五
夜
を
一
日
延
ば
し
、

十
六
日
を
祭
日
に
し
て
村
民
大
会
を

開
い
た
（
十
日
町
新
聞
）
。

　
ひ
と
り
の
小
作
人
が
、
　
「
オ
レ
た

…

ち
は
食
う
ま
も
な
く
、
休
む
ま
も
な

く
、
一
日
中
田
ん
ぼ
で
泥
に
ま
み
れ

て
汗
を
流
す
。
夜
は
蚊
に
食
わ
れ
な

が
ら
朝
ま
で
水
番
を
す
る
。
こ
の
苦

し
み
を
地
主
衆
は
知
る
ま
い
。
た
め

池
を
補
強
す
る
の
も
良
い
が
、
そ
の

前
に
公
平
な
水
番
を
置
い
て
も
ら
い

た
い
」
と
気
炎
を
あ
げ
た
。

　
女
衆
は
、
家
事
や
農
作
業
の
過
重

な
労
働
を
解
く
た
め
に
、
男
衆
の
理

解
と
協
力
を
促
し
た
。
こ
の
日
は
一

戸
が
一
人
以
上
必
ず
出
席
す
る
よ
う

に
決
め
ら
れ
、
三
〇
〇
人
の
農
民
が

参
加
し
て
延
々
六
時
問
の
討
議
が
続

け
ら
れ
て
い
る
。

　
郡
地
主
会
で
は
、
上
米
一
俵
（
六

〇
キ
ロ
）
に
つ
い
て
金
五
〇
銭
、
中

米
四
〇
銭
、
並
上
二
〇
銭
、
並
下
一

二
銭
の
小
作
奨
励
金
を
出
す
こ
と
に

郷
土
史
の
解
明
に
専
心

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年

中
は
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
本
年
も
お
目
と
お
し
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
根
津
前
町
長
の
お
声
が
か
り
で
、

本
紙
に
「
町
史
コ
ー
ナ
ー
」
が
設
け

ら
れ
た
の
は
昭
和
五
十
五
年
の
六
月

で
し
た
。
つ
い
こ
の
あ
い
だ
の
気
が

し
ま
す
が
、
タ
イ
ト
ル
も
「
町
史
の

窓
」
か
ら
「
歴
史
は
語
る
」
へ
と
変

わ
り
ま
し
た
。

　
八
年
も
の
長
い
あ
い
だ
、
毎
号
を

意
欲
的
に
書
か
せ
て
い
た
だ
け
ま
し

た
の
は
、
こ
の
欄
を
ご
覧
く
だ
さ
い

ま
す
み
な
さ
ま
の
、
あ
た
た
か
い
励

ま
し
が
あ
っ
た
か
ら
で
ご
ざ
い
ま
し

た
。
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
歴
史
的
事
実
の
解
明
は
、
そ
の
時

代
は
も
ち
ろ
ん
、
当
時
を
生
き
た
人

し
た
。
こ
れ
と
て
他
郡
よ
り
は
る
か

に
低
い
額
で
あ
っ
た
。

　
小
作
衆
の
言
挙
げ

　
こ
の
時
代
の
年
貢
米
は
、
一
俵
が

四
斗
四
升
（
六
六
キ
ロ
）
で
計
ら
れ

て
い
た
。
　
「
こ
れ
で
は
不
合
理
だ
、

端
数
の
マ
ス
カ
ン
を
け
ず
っ
て
四
斗

　
（
六
〇
キ
ロ
）
に
し
て
ほ
し
い
」
と

い
う
願
い
が
小
作
争
議
の
焦
点
に
な

っ
た
。
と
は
い
え
、
警
察
官
に
無
産

党
呼
ば
わ
り
さ
れ
、
地
主
の
オ
ト
ト

に
に
ら
ま
れ
る
と
身
の
す
く
ん
だ
時

代
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
で
お
こ
っ

た
川
西
郷
の
小
作
争
議
は
、
こ
れ
ま

で
も
の
の
い
え
な
か
っ
た
小
作
人
た

ち
が
、
丹
那
衆
に
は
じ
め
て
言
挙
げ

し
た
点
で
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
で
あ
っ
た
。

び
と
の
暮
ら
し
や
考
え
方
を
実
感
と

し
て
身
に
伝
え
て
く
れ
ま
す
。
過
去

を
追
究
す
る
努
力
が
、
現
代
を
理
解

し
、
あ
し
た
の
指
針
を
生
む
と
申
し

あ
げ
た
ら
過
言
で
し
ょ
う
か
。

　
「
川
西
町
史
」
が
め
で
た
く
刊
行

さ
れ
、
　
「
こ
ぼ
れ
話
」
も
八
集
を
数

え
て
終
わ
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
お
、

み
な
さ
ま
に
お
伝
え
し
た
い
事
項
は

枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
と
し
も
ま
た
、
う
た
か
た
の
世

を
力
い
っ
ぱ
い
生
き
た
先
人
た
ち
の

足
あ
と
を
、
可
能
な
か
ぎ
り
掘
り
お

こ
し
て
い
き
た
い
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。
ご
声
援
く
だ
さ
い
。
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お出かけください
　　北浜市山本　　勝さん
　　　　　　　（下平新田出身）

11

月
17
日
発

　
例
年
よ
り
温
和
な
気
候
の
よ
う
で

す
が
、
十
一
月
も
中
旬
と
も
な
る
と

や
は
り
冷
え
ま
す
。

も
う
、
八
海
山
の
山
頂
に
は
、
白

い
綿
帽
子
が
お
目
見
え
し
ま
し
た
で

　
　～

る
点
Y
ン
㌧

　
’

し
ょ
う
か
。
冬
が
近
づ
く
と
一
番
思

い
出
と
な
っ
て
浮
か
び
、
陵
し
い
郷

愁
を
感
じ
る
の
は
、
魚
沼
三
山
が
白

く
雪
化
粧
し
た
姿
で
す
。

　
さ
て
、
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
「
広

報
か
わ
に
し
」
を
送
っ
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ふ
る

さ
と
の
動
き
が
手
に
と
る
よ
う
に
浮

か
び
、
懐
し
さ
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

い
ま
、
家
を
新
築
中
で
ご
た
ご
た
し

て
い
ま
す
が
、
年
内
に
は
落
ち
着
け

る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
時
点
で
あ
ら

た
め
て
広
報
紙
を
送
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
手
続
き
を
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
を
出
て
、
も
う
、
二
十

五
年
に
な
り
ま
し
た
。
遠
州
の
生
活

の
ほ
う
が
長
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
ふ
る
さ
と
は
、
忘
れ
る
ど
こ
ろ

iii

疹

㌧、

　
　
生
家
の

　
　
　
　
　
親
睦
深

　
去
年
十
二
月
六
日
、
都
内
巣
鴨
駅

前
の
「
桃
花
源
」
で
、
第
三
回
東
京

中
仙
田
会
（
小
林
荘
平
会
長
ー
会
員

八
十
人
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
会
は
、
旧
仙
田
村
の
在
京
者

が
集
ま
る
中
で
、
そ
の
中
心
的
な
役

割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
時
代
の
流
れ
か
ら
、
仙
田
村
出

身
者
全
員
を
ま
と
め
て
い
く
こ
と
が

さ
ノ
ん

屋
号
でめ

る

困
難
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
同

時
に
、
会
員
が
減
る
傾
向
と
な
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
三
年
前
、
改

め
て
「
中
仙
田
会
」
と
し
て
発
足
し

た
も
の
で
す
。

　
当
日
の
懇
親
会
で
は
、
お
互
い
に

生
家
の
屋
号
で
、
長
蔵
、
五
郎
ぜ
ん
、

弥
助
な
ど
と
呼
び
合
い
な
が
ら
、
旧

交
を
あ
た
た
め
て
い
ま
し
た
。

あいさつする小林会長

　
同
会
で
は
、
今
年
五
月
の
連
休
を

利
用
し
て
「
ふ
る
さ
と
を
訪
れ
る
会
」

が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

か
、
そ
の
季
節
ご
と
に
、
よ
り
鮮
明

に
脳
裏
に
映
り
、
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
だ
け
、
良
き
ふ
る
さ
と
な
の
で

し
ょ
う
。

　
遠
州
地
方
も
、
浜
名
湖
を
中
心
に

す
ば
ら
し
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ

ねんきん）一

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
遊
び
に
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。
ご
一
報
く
だ
さ
れ
ば
、

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
広
報
紙
づ
く
り
に

お
励
み
く
だ
さ
い
。
ふ
る
さ
と
発
展

の
た
め
に
ー
ー
。

　
年
金
証
書
は
、
あ
な
た
が
受
給
し

て
い
る
年
金
の
種
類
、
年
金
証
書
の

記
号
番
号
、
年
金
額
な
ど
、
あ
な
た

に
と
っ
て
大
切
な
事
項
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
年
金
を
郵
便
局
で
受
け
取
る
と
き

に
は
、
窓
口
で
年
金
証
書
を
見
せ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
住
所
変
更

な
ど
の
手
続
き
を
す
る
と
き
は
、
年

金
証
書
に
書
い
て
あ
る
年
金
の
種
類

や
証
書
の
番
号
な
ど
が
必
要
で
す
。

　
年
金
証
書
は
、
あ
な
た
と
生
涯
一

緒
に
過
ご
す
、
パ
ー
ト
ナ
ー
な
の
で

す
。
大
切
に
取
り
扱
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
旧
法
の
老
齢
年
金
支
払
月
が

　
変
わ
り
ま
す

　
旧
法
の
老
齢
年
金
支
払
月
は
、
八
，

ま
で
三
月
、
六
月
、
九
月
、
十
一
月

の
年
四
回
で
し
た
が
、
今
年
か
ら
二

月
、
四
月
、
六
月
、
八
月
、
十
月
、

十
二
月
の
年
六
回
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
各
月
の
支
払
日
は
、
今
月
中
旬
に

送
付
さ
れ
る
昭
和
六
十
二
年
分
給
与

所
得
の
源
泉
徴
収
票
裏
面
に
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

年
金
証
書
は

　
あ
な
た
の
仲
良
し
パ
ー
ト
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
0

　
7年

分
雄
書
　
、

／
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
㎞

　
　
　
　
　
　
～
物

　
　
　
‘
　
　
　
／
　
　
　
　
依
”
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
γ
置
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Z
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⑳⑦㊦、十日町高校定時制課程

　生徒募集

暖
口
目

募集定員　普通科　40人

学力検査　3月16日（水）

検査教科　国語、社会、1
　　　　　理科、英語の

出願手続き　入学願書と受1
イ亭電の‘あ’突0らせ

2’，1智、（婁講～4時半1

’、畷纏郷噸懲鯛

心配ごと相談
1月13日（水）……橘コミセンター

　　20日（水）……克雪センター

　　27日（水）……総合センター

2月3日（水）……上野コミセンター

　　10日（水）……橘コミセンター

時間は、午後1時～3時です。

7……移動交通事故相談…一・
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

i2月1日（月）　　　　　　i
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

i十日町市役所　　　　　　　　i

i受付は、午前10時～午後2時　i
■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

、
科
を
へ
　
月

学
教
票
長
　
　
2
で
程

数
5
検
校
　
　
～
ま
課

、
の
受
高
　
　
）
午
制

会
語
と
～
。
伺
正
時
75

社
英
書
長
る
日
）
定
3
5

　
　
　
　
　
　
　
　
月

、
、
願
校
す
8
（
校
一

語
科
学
学
出
月
日
学
2

国
理
入
中
提
2
1
5
等
5

受付期間

　十日町高

　　　智

“骸

，
灘

新潟県史刊行のご案内
　　一予約募集中一
刊行巻の頒布価格
　通史編4　近世二　3，700円
　〃　　5　〃　三　3，700円
　〃　　7　近代二　3，700円
　〃　　8　〃　三　3，700円

　〃　9現代3，700円
　　　　　（分売可、送料別）

既刊の29巻とも在庫があります。
ご注文ください。

申込先

　〒950新潟市新光町4－1
　　新潟県総務部県史編さん室
　　a　O25－285－5511（内2101）

申込方法
　はがきに住所、氏名、購入巻
名、冊数、電話番号などを書い
てお申し込みください。

　
　
　
　
　
　
ノ
　
乙

　
　
　
　
　
◎
移

　
　
　
　
　
　
ツ
確

　
　
　
　
　
　
▽
　
迅
つ

　
　
　
　
　
診
方

…
…
－
…
…
…
…
・
…
…
…
…
－
⑱

栄
町　

ワ
小
林
隆
一
さ
ん

　
り
　
　
　
　
恵
　
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
市
か
ら
）

長
距
離
ト
ラ
ッ
ク
か
ら

　
愛
の
テ
レ
パ
シ
ー

ス
キ
ー
が
取
り
持
つ
縁

ワ
僕
の
職
場
の
上
司
と
彼
女
の
職

場
の
上
司
が
、
ご
夫
婦
だ
っ
た
こ
と

か
ら
、
話
が
進
み
ま
し
た
。
一
年
半

前
、
そ
の
ご
夫
婦
の
取
り
持
ち
で
、

湯
沢
へ
春
ス
キ
ー
に
誘
っ
た
の
が
、

こ
と
の
は
じ
ま
り
で
す
。

り
　
彼
の
ス
キ
ー
の
腕
前
は
素
晴
ら

し
く
、
二
人
で
十
五
回
も
滑
り
ま
し

た
。
き
ら
め
く
夜
景
の
中
で
の
ナ
イ

タ
ー
ス
キ
ー
は
と
て
も
い
い
ム
ー
ド

で
、
寒
さ
な
ん
か
全
然
感
じ
ま
せ
ん

で
し
た
。

休
暇
の
工
面
が
カ
ギ

ワ
　
僕
は
、
長
距
離
運
輸
の
仕
事
な

の
で
、
昼
夜
二
十
四
時
間
の
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
勤
務
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

彼
女
の
休
日
時
間
と
か
み
合
わ
ず
、

デ
ー
ト
の
プ
ラ
ン
に
四
苦
八
苦
し
ま

し
た
。
仙
台
や
大
阪
か
ら
電
話
を
か

け
、
寸
暇
を
惜
し
ん
で
工
面
し
、
強

引
に
デ
ー
ト
の
約
束
を
し
ま
し
た
。

り
　
こ
ち
ら
の
都
合
も
聞
か
ず
一
方

的
な
誘
い
に
、
よ
く
け
ん
か
も
し
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
不
思
議
と
気
が

付
い
た
と
き
は
、
い
つ
も
彼
の
そ
ば

に
い
ま
し
た
。

　
一
層
安
全
運
転
に
心
が
け
て

ワ
　
新
婚
生
活
は
、
す
れ
ち
が
い
夫

婦
で
す
。
で
も
、
両
親
が
よ
く
彼
女

を
助
け
て
く
れ
て
る
よ
う
で
、
安
心

し
て
い
ま
す
。
仕
事
柄
「
明
る
く
仲

よ
く
家
庭
の
和
」
を
心
が
け
て
い
ま

す
。

り
　
家
族
や
周
囲
の
方
か
ら
よ
く
し

て
い
た
だ
き
、
と
て
も
暖
か
い
雰
囲

気
で
す
。
私
も
頑
張
ら
な
く
て
は
。

そ
し
て
ス
キ
ー
の
方
も
…
…
。
こ
れ

か
ら
は
、
思
い
出
も
二
人
で
ひ
と
つ

で
す
か
ら
。
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出息
善

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

高
津
伝
動
精
機
㈱
（
高
津
忠
雄
社
長

大
田
区
）

藤
巻
仁
作
（
台
東
区
）

　
　
　
　
　
せ
っ
け
ん

広
報
発
行
に

南
雲
文
八
（
鹿
沼
市
）

一
一
十
万
円

一
五
〇
個

　
お
知
ら
せ
版
で
呼
び
か
け
た
、

漠
に
緑
を
「
サ
ヘ
ル
の
会
」

一
馬
事
務
局
長
．
三
領
出
身
）

金
が
、
六
万
三
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
町
で
は
、
同
会
あ
て
送
金

し
ま
し
た
。

編編

締
め
切
り
2
月
29
日
（
消
印
有
効
）

国
道
4
0
4
号
の
改
良
に
と
も
な

っ
て
、
大
倉
か
ら
大
白
倉
間
に
新
し

く
ト
ン
ネ
ル
が
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
そ
の
新
ト
ン
ネ
ル
の
名
称
を
募
集

し
ま
す
。

応
募
方
法
は
が
き
一
枚
に
一
作
品

　
　
　
　
　
（
一
人
何
枚
で
も
可
）

　
　
　
　
　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

　
　
　
　
　
職
業
、
電
話
番
号
を
明

　
　
　
　
　
記
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先
町
役
場
建
設
課
あ
て

入
　
　
選
秀
作
一
点
、
佳
作
二
点

　
　
　
　
入
選
者
に
は
記
念
品
贈

　
　
　
　
呈
。
　
（
町
三
役
、
教
育

　
　
　
　
長
、
総
務
課
長
、
建
設

　
　
　
　
課
長
が
選
考
す
る
）
。

入
選
発
表
本
紙
上

　
ト
ン
ネ
ル
の
概
要

位
置
大
倉
部
落
か
ら
大
白
倉
地

　
　
　
　
内
ま
で

延
長
七
九
〇
メ
ー
ト
ル

五
メ
ー
ト
ル

高
さ
　
五
・
七
メ
ー
ト
ル

歪
コ
蚤
5
蚤
5
5
当
雪
蚤
曜
コ
5
器
蚤
雪
蚤
器
5
蚤
5
塁
曜
罷
コ
5
器
5
蟹
蚤
蚤
駈
蚤
曜
コ
蚤
当
雪
蚤
蚤
蚤
蚤
蚤
5
雪
塁
翼
裂
コ
蚤
雪
5
5
5
蚤
5
5
【
コ
5
5
蚤
5
雪
蚤
巴
罷

①
　
”

　
”

　
”

　
●員託嘱いし斤来

中　　島　　町 柳　　　周三
山　　野　　田 中村和男
発電所通り西 八子　　　繁
発電所通り東 星名　公平
栄　　　　　町 小林新司
県営　住宅 動山　　　勝
朝　　日　　町 高橋福二
四　　郎　　兼 小野塚留吉
東　　善　　寺 北村　秋江
L　　　　　町 酒井十吉
中　　央　　町 小野塚政市
田　　中　　町 野　上　茂吉
神　　社　　町 小林浩康
学　　校　　町 桑原泰利
中　　屋　　敷 松本庚市
寺　　　　　尾 佐久間鉄夫
木　　　　　島 清水幸夫
沖　　　　　立 星名　富一
伊　　　　　友 高橋　礼三
高　　原　　田 高橋　光善
坪　　　　　山 中村　武平
霜　　　　　条 蔵品喜信
鶴　　　　　吉 田村　一策
上　　　　　野 上村謙吉
元　　　　　町 田畑　純 一

三　　　　　領 水品喜治1郎
小　　根　　岸 小海　正吉
木　　　　　落 小幡　　　正
寺　　ケ　　崎 清水　邦吉
塩　　　　　辛 藤巻　一一郎
仁　　　　　田 佐藤　　　平
野　　　　　口 星名　隆一
原　　　　　田 丸山　誠一
根　　　　　深 藤田　富雄
下　　　　　原 須藤博英
四　　十　　歩 本山　行雄

・
つ
が
い

八
王
子
市

　
本
紙
十
一
月
号
「
は
い
け
い
ふ
る
さ
と
さ
ん
」

松
浦
さ
ん
か
ら
、
町
長
あ
て
に
お
礼
状
が
届
き
ま
し
た
。
そ
の
中
に
つ
ぎ

の
一
文
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ご
紹
介
し
ま
す
。

風
邪
を
引
く
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

一
昨
晩
（
注
・
n
月
1
2
日
）
八
王
子

総合病院の

婦
長
さ
ん
を
お
招
き
し

て
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
外
出
か
ら
帰
っ
た
ら
ま
ず
塩
水

で
う
が
い
と
手
洗
い
を
」

　
う
が
い
を
す
れ
ば
、
鼻
や
口
か
ら

入
っ
た
ば
い
菌
が
出
る
。
水
で
手
を

洗
っ
た
だ
け
で
五
〇
％
の
ば
い
菌
が

落
ち
る
。
せ
っ
け
ん
で
洗
え
ば
、
八

五
％
落
ち
る
。
消
毒
に
も
な
る
。
一

人
残
ら
ず
み
な
さ
ん
が
実
行
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
風
邪
の
菌
は
ほ
と
ん

ど
体
内
に
入
ら
な
い
。
と
言
わ
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
私
の
愛
読
し
て
い
る
本
の

中
に
、
大
豆
は
、
野
菜
の
王
様
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
み
そ
、
し
ょ
う
ゆ
、

豆
腐
、
納
豆
な
ど
数
多
く
あ
り
ま
す

が
、
次
の
こ
と
な
ど
も
よ
い
と
思
い

ま
す
。

　
生
の
大
豆
を
洗
っ
て
水
を
切
り
、

割
ら
な
い
酢
に
つ
け
る
。
口
の
大
き

目
の
空
き
瓶
に
大
豆
を
半
分
入
れ
、

手
洗
い
酢
の
大
豆

松
　
浦
　
サ
　
ク
さ
ん

　
　
　
　
　
（
中
仙
田
出
身
）

　
　
　
　
に
ご
登
場
い
た
だ
い
た

酢
を
口
元
ま
で
入
れ
て
ふ
た
を
し
め
、

十
日
間
で
「
酢
大
豆
」
が
で
き
ま
す
。

　
そ
れ
を
毎
食
事
ど
き
十
粒
く
ら
い

食
べ
続
け
ま
す
。
歯
の
悪
い
方
は
、

黄
な
粉
に
し
て
毎
日
お
茶
、
コ
ー
ヒ

ー
、
お
湯
何
に
で
も
大
き
目
の
ス
プ

ー
ン
に
一
杯
入
れ
て
飲
む
と
よ
い
よ

・
つ
で
す
。

　
①
血
管
の
詰
ま
り
を
防
ぐ
。
②
ビ

タ
ミ
ン
E
が
非
常
に
多
い
の
で
老
化

防
止
に
な
る
。
③
心
臓
病
を
防
ぐ
。

④
す
い
臓
の
働
き
を
活
発
に
す
る
。

⑤
ア
ミ
ノ
酸
（
グ
リ
セ
リ
ン
）
が
豊

準
虫
歯
の
繁
殖
を
防
ぐ
澗
鉄
分
⑳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翻

着
韓
舷
堀
分
編
溜

防
ぐ
カ
リ
ウ
ム
が
抜
群
に
高
く
・
高
衡

血
圧
の
克
服
に
な
る
・
等
ま
だ
＋
瞼

七
種
類
の
す
ば
ら
し
い
効
果
が
あ
り
蟹

ま
す
．
し
か
も
、
か
ん
た
ん
に
終
臨

食

勧
融
馨
補
賢
鰯

夫
に
保
つ
よ
う
天
ひ
と
り
の
心
が
螺

け
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
し
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名

凹資
蓄
き
．
き
㌧

　
う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
あ
ら
た
　
　
告

南
雲

高
橋

須
藤

　
　
　
　
革
　
7
　
長
男
寺
尾

　
　
　
　
　
要
　
子

　
　
じ
ゅ
ん
い
ち
賢
　
一

　
　
　
淳
一
加
代
子
長
男
中
屋
敷

　
　
　
ま
さ
と
幸
男

　
　
　
雅
人
美
枝
子
長
男
野
口

桑原難

劉
長
男
栄
町

　
　
ひ
ろ
の
ぷ
庄
平

中
村
　
広
伸
し
ず
え
一
二
男
大
臼
倉

　
　
ゆ
み
こ
了
介

田
中
裕
美
子
　
　
　
　
長
女
仁
　
田

　
　
　
　
　
恵
　
子

お
　
　
わ
　
　
び

　
去
年
十
二
月
号
本
欄
で
、
三
人
の

方
の
続
柄
が
ま
ち
が
っ
て
い
ま
し
た
。

次
の
と
お
り
訂
正
し
ま
す
。

星
野
襲
遡
扶
二
女
根
深

　
　
　
ゆ
た
か

辛
川
裕
雌
み
弾
二
男
沖

　
　
　
こ
と
み

中
村
琴
美
酷
紀
夢
女
仁

　
た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

田立

（　　 （　　 （
上登竹川光野
　　野
村坂内崎森澤

久一立俊秀正

子夫子彦美春

吉岩纏禦野
駐瀬市町環・
か　 か　 か

り　　り　　り

一　　　 一　　　（　　　 （　　　（

槻小中小関高蛯大佐田

舘海田海谷橋名海藤口

千敏あ敏千正春仙羊久
鶴　か　勢
子昭ね浩子利枝之子夫

木
落

＋
日
町
市
か
ら

霜
条

青
森
県
か
ら

伊
友

栃
木
県
か
ら

小
根
岸

秋
田
県
か
ら

小
根
岸

岩
手
県
か
ら

昇
天
ー
ご
め
い
福
を
祈
る

江
口
俊
三
52

和
久
井
仁
吉
62

丸羽小田相佐小星
山鳥林中崎藤林名

羽
鳥
徳
三
郎
91

勇
吉
7
6

マ
サ
7
6

清
作
7
7

與
作
83

ロ
ク
8
3

猪
作
84

周
作
95
ハ　 ハ　 ハ　 ハ　 ハ　 ハ　 ハ　 ハ　 ハ　 ハ
康又義一克幹正邦関本
一一一幸二巳夫治夫一人
）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）　 ）

原伊中小学小中伊木小
　　仙白校　仙　　白
田友田倉町脇田友落倉

新
年
俳

古
旦士

太
田
白
南
風
選
罰

《
特
選
》

初
明
り
い
ま
神
山
の
荘
厳
に
　
　
　
　
一
二
領
水
品

　
　
　
　
川
西
か
ら
望
む
越
後
三
山
は
四
季
美
し
く
心
の
支
え
と

　
　
　
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
い
ま
そ
の
神
の
山
と
崇
む
る
三
山
が
明
け
初
む
る
。
新
年

　
　
　
と
い
う
敬
慶
な
心
で
作
者
は
神
と
し
て
拝
ん
で
い
る
の
で

　
　
　
あ
る
。

《
推
選
》

茶
畑
の
光
の
ほ
の
と
初
明
り

し
ず
か
な
る
四
五
戸
の
村
の
初
明
り

今
越
え
る
上
越
国
境
初
明
り

わ
が
家
の
妻
の
味
な
る
雑
煮
か
な

八
十
路
な
る
母
の
小
部
屋
の
鏡
餅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
入
選
〉

律

　
　
所
沢
市
池
上
マ
サ
子

発
電
所
通
り
小
川
京
子

　
　
岩
瀬
小
川
益
栄

　
　
小
脇
佐
藤
信
一

　
　
中
島
町
相
沢
鈴
江

　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢

三
山
に
向
い
柏
手
初
明
り

寅
生

一
徹
で
通
し
た
父
の
飾
臼

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
登
坂
　
紅
葉

八
海
の
陵
線
高
き
初
明
り

雑
煮
の
具
多
き
が
よ
し
と
言
え
る
父

　
　
　
　
　
　
中
仙
田
　
左
　
木
人

幸
せ
に
老
い
て
新
居
に
雑
煮
餅

夕
霜
の
中
お
降
り
の
雨
が
打
つ

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
ヵ
ウ

数
々
の
具
の
味
う
ま
き
雑
煮
か
な

短
冊
に
切
り
し
大
根
雑
煮
の
具

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
酔
月

寂
び
れ
ゆ
く
里
の
静
け
き
初
明
り

老
い
ぬ
れ
ど
忘
れ
ぬ
遺
影
雑
煮
膳

　
　
　
　
　
　
中
屋
敷
　
数
藤
壮
一

手
を
曳
か
れ
来
し
神
前
や
初
明
り

家
族
皆
揃
う
め
で
た
き
雑
煮
か
な

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
小
幡
し
ん
女

そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
味
も
つ
雑
煮
か
な

雪
山
の
墨
絵
の
ご
と
き
初
明
り

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

陰
膳
に
心
を
く
ば
り
年
迎
う

福
運
を
天
に
祈
ら
ん
初
明
り

　
　
　
　
発
電
所
通
り
　
小
川
　
京
子

黒
シ
ョ
ー
ル
さ
ら
り
と
と
き
て
年
賀
か
な

白
鳥
の
静
か
な
う
ね
り
初
茜

　
　
　
　
　
　
所
沢
市
　
池
上
マ
サ
子

－
ほ
の
ぼ
の
と
破
璃
戸
を
染
め
て
初
明
り

雑
煮
餅
祝
う
六
十
路
も
半
ば
過
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
小
脇
　
佐
藤
信
一

初
明
り
鴨
二
三
い
る
渋
海
川

　
　
　
　
　
　
　
三
領
　
高
橋
た
か
し

雑
煮
餅
古
式
尊
び
明
治
人

　
　
　
　
　
新
町
新
田
　
井
川
　
　
亘

鐘
鳴
り
て
年
新
し
く
初
明
り

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
和
田
耕
一

初
明
り
暗
き
お
宮
も
賑
わ
い
て

　
　
　
　
　
新
町
新
田
　
渡
貫
　
信
治

聞
え
く
る
鐘
を
合
図
の
初
詣
り

　
　
　
　
　
　
大
倉
　
中
条
　
石
平

紅
の
空
の
開
き
し
初
明
り

　
　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

雑
煮
餅
祝
う
山
家
の
い
ろ
り
端

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
大
海
正
夫

豊
年
の
野
菜
も
豊
富
雑
煮
餅

　
　
　
　
　
　
守
口
市
大
久
保
正
作

幼
な
ご
ろ
母
の
雑
煮
を
な
つ
か
し
む

　
　
　
　
　
下
平
新
田
　
清
水
き
よ
し

初
茜
三
山
く
っ
き
り
隈
ど
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
枚
方
市
　
和
田
み
の
る

ほ
の
ぼ
の
と
鎮
守
の
森
の
初
明
り

　
　
選
者
近
詠

悠
久
の
刻
流
れ
つ
・
初
明
り

雪
原
の
白
清
浄
や
初
明
り

め
で
た
さ
の
大
冬
晴
の
お
元
日

奉
る
大
蟻
燭
や
去
年
今
年

初
売
り
の
大
福
袋
抱
へ
来
る

蝉

．
く

，
’




